
「（仮称）宮崎市こども計画骨子（案）」に対し計画推進部会（10/17 開催）
で出された意見について 

　 

【基本理念について】 

 

【推進施策について（全般）】 

 

 ①（ご意見）基本理念ついては、国の指針ではなく「宮崎らしさ」を盛り込むべき 

では。「ウェルビーイング」という言葉も子どもにはわかりづらい。

 現在策定中の「宮崎市第六次総合計画」の基本構想で示している「将来の都市像と

めざすまちの姿」を踏まえて、次のとおり修正案を提案する。 

 

【当初案】 

全ての子ども・若者が、生まれ育った環境にかかわらず、夢や希望をもって、 

将来にわたって幸せな状態（ウェルビーイング）で生活を送ることができるまち 

【変更後案】 

　みやざきの未来を担うすべての子ども・若者が、明日への希望にあふれ、 

健やかで幸せに成長できるまち 

 

＜参考：宮崎市第六次総合計画　めざす姿３＞ 

「明日への希望にあふれ、未来に開かれているまち」 

未来を担う子どもたちが健やかに育ち、持続可能な形で発展し続けるまちを 

めざします。 

〔主な分野〕子ども・子育て・教育・環境・防災

 ②（ご意見）今回の計画では、対象が若者まで広がったため、深い議論ができなく 

なるのではないか。「こども計画」の策定は努力義務なので、現在のプランの範囲の 

ままでいいのではないか。

 本市の「こども計画」においては、「こども大綱」に提示された施策のうち、「第二

期宮崎市子ども子育て支援プラン」から継続すべき施策と「宮崎市第六次総合計画」

に策定予定の施策などから、今後宮崎市が取り組むべき重要な施策を組み込んでいる。 

新たに策定する「こども計画」の対象に若者を加えることにより、子どもから若者

までの切れ目のない支援の提供や、長期的な視点に立って考えると、子育て支援と若

者支援の連携強化により少子化対策にも繋がるなどの効果も期待できる。 

若者が加わることで議論の対象範囲は広がるが、現在の子ども・子育て会議は多様

な組織の代表者等で構成されているため、部会の構成や運営方法を見直すことで、よ

り議論が深まるよう検討していきたい。 

また、施設整備や環境改善に係るハード整備については、国の資金を活用する制度

があるが、令和６年度に新たに国が創設した「こども・子育て支援事業債」について

は、「市町村こども計画」の策定及び該当事業の記載が要件となっている。

資料３



【推進施策について〔推進施策(２)　困難な子ども・若者への支援〕】 

 

【推進施策について〔推進施策(８)　若者の希望を叶える支援〕】 

 

【その他（ティーンズ会議について）】 

 

【その他の変更点】 

⑥推進施策(１)「子どもの意見表明、社会参画の推進」 

当初案は「子ども・若者の意見表明、社会参画の推進」としていたが、若者の意見表

明、社会参画はまちづくりや市民活動など多岐に渡るため、子どもを対象とした推進

施策とした。 

⑦推進施策(９)「子育てしやすい環境づくり」 

　当初案は「子育て支援の充実」「共働き・共育ての推進」と別々の施策としていたが、

地域や企業等における子育て支援に係る施策として一本化した。

 ③（ご意見）「少子化対策」は子どもが困っているわけでなく、「こどもまんなか」を

考えると、この計画に含める必要があるのか。少子化対策は将来の年金受給など大人

のためであり、今いる子どもたちのためにはならないのではないか。

 少子化は、地域社会の縮小、学校等の統廃合、様々な活動の衰退など、社会全体の

活力を低下させる可能性があり、少子化問題はこども当事者の問題でもあると考える。

 ④（ご意見）青年期の「出会い・結婚・就労」は、果たして「若者の希望」なのか。

働きたくないという子どもも増えていることから、例えば施策名を「若者に寄り添う

支援（案）」にしてはどうか。

 　本市の「こども計画」の推進施策８では、個々の価値観を尊重し、それらを望まな

い人に強制するものでなく、あくまで「宮崎市で就労したい」「結婚したいが出会いが

ない」という若者の希望に対して支援を行う施策を想定している。 

　なお、就労や結婚を望む若者の希望が叶えられることにとって、労働力確保や少子

化対策など若い世代の活躍によって、活気ある社会への実現にも繋がっていくものと

考える。

 ⑤（ご意見）ティーンズ会議の意見を、こども計画に反映すべきではないか。

 令和５年４月１日に施行された「こども基本法」に「こどもの意見表明する機会等

の確保、こどもや若者の政策決定に当事者の意見を聴くこと」と規定されていること

から、本市では子ども・子育て会議の補助機関としてティーンズ会議を設置している。 

ティーンズ会議は公募に応募した中学生・高校生世代で組織しており、市が抱える

課題に対するワークショップを通して、子どもの意見を聴取している。 

市では、聴取した意見を参考にして、新規事業の立案、既存事業の改善、こども計

画への反映を行っている。


